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日々加速する商品開発。�
実験現場から解析工程への迅速化を追求すると、�

データ収録システムは、こうなりました。�
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注意� ＊CAN入力アンプのご使用にあたっては、記録メディアタイプの制限等があります。  詳細はもよりの営業所にお問い合わせください。�
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�
チャネル数：�
入力形式：�
入力結合：�
入力インピーダンス：�
入力レンジ：�
ローパスフィルタ：�
�
�
周波数特性：�
Ａ/Ｄコンバータ：�
サンプリング周波数： �
消費電力：�
入力コネクタ：�
�

チャネル数：�
入力形式：�
入力結合：�
入力インピーダンス： �
対応マイク：�
�
入力レンジ：�
重み特性フィルタ：�
周波数特性：�
マイク用電源出力：�
�
Ａ/Ｄコンバータ：�
サンプリング周波数： �
消費電力：�
入力コネクタ：�
�
入力ケーブル：�
�

チャネル数：�
入力形式：�
入力結合：�
インピーダンス：�
ゲージ率：�
ブリッジ電圧：�
�
レンジ：�
平衡調整方式：�
周波数特性：�
ローパスフィルタ：�
�
Ａ/Ｄコンバータ：�
サンプリング周波数： �
消費電力：�
入力コネクタ：�
入力ケーブル：�
�
�
�

チャネル数：�
適合熱電対：�
零接点補償：�
レンジ：�
�
ローパスフィルタ：�
A/Ｄコンバータ：�
サンプリング周波数： �
消費電力：�
入力コネクタ：�
�
�

チャネル数：�
入力：�
入力インピーダンス：�
感度（AＣ入力時）：�
周波数レンジ：�
�
�
�
�
応答時間：�
分周比設定：�
�
�
移動平均設定：�
変換精度：�
�
サンプリング周波数： �
消費電力：�
入力コネクタ：�

�
２�
不平衡�
ＤＣ�
１００ ｋΩ�
±０.５、１、２、５、１０、２０ Ｖｐ�
２、４、８、２０、４０、８０、２００、４００、８００、�
２k、８k、２０k、４０k、８０k Hz�
カットオフにて±１．５dB、減衰率－４８dB/oct.�
ＤＣ～８０ｋＨｚ�
１６ビット�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
約２.１６Ｗ�
ＢＮＣ�
�

２�
不平衡�
ＡＣ�
１１ｋΩ�
Ｂ＆Ｋ�
（５０ｍＶ/Ｐａタイプ４１８９、４１９０にて確認）�
８０、９０、１００、１１０、１２０、１３０ ｄＢ�
Ａ特性、Ｃ特性、フラット�
２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－３dB）�
バイアス用２００Ｖ ＤＣ、�
プリアンプ用２８Ｖ ＤＣ�
１６ビット�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
約３.１８Ｗ�
ＬＥＭＯ  ＦＧＧ-１Ｂ-３０７-ＣＬAＤ６２�
(B&Kコンパチブル)�
CL-GXMCR（オプション）�
�

２�
平衡差動入力�
ＤＣ�
１ＭΩ�
２.０�
ＤＣ ２Ｖ、５Ｖ±０.２％以内�
リモートセンシングあり�
±２００、５００、１０００、２０００、５０００、１００００μＳＴ�
電子式�
ＤＣ～３０ｋＨｚ（－３ｄＢ）�
２５、５０、２５０、５００、２.５ｋ、5ｋ、２４ｋＨｚ、�
ＰAＳＳ（－４８ｄＢ/ｏｃｔ. バタワース）�
１６ビット�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
約３.４ Ｗ�
ヒロセ  ＨＲ２５-７Ｐ-８Ｐ�
ＮＤＩＳ用変換ケーブル（オプション）�
リモートセンスあり： ＣＬ-GXST2RＳ�
リモートセンスなし： ＣＬ-GXST2�
�

２�
Ｋ（AＲ-ＧＸＴＣＫ）、Ｊ（AＲ-ＧＸＴＣＪ）�
電子式�
AＲ-ＧＸＴＣＫ： －５０～３００、－５０～６００、－５０～１２００ ℃�
AＲ-ＧＸＴＣＪ： －５０～１５０、－５０～３００、－５０～６００ ℃�
５、１０、２０ Ｈｚ、ＰＡＳＳ�
１６ビット�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
約１.２Ｗ�
オメガ社製ＧＩＭ-Ｋ１（AＲ-ＧＸＴＣＫ）�
同上ＧＩＭ-Ｊ１（AＲ-ＧＸＴＣＪ）�
�

２�
ＴＴＬまたはＡＣ切り換え�
１０ｋΩ�
±５０ｍＶ、±１００ｍＶ、±５００ｍＶ、±１Ｖ�
ＴＴＬモード： １、１００、１ｋ、１０ｋ、１００ｋ、５００ｋ Ｈｚ�
（最高５７５kHz）�
ＡＣモード： １０～２００、１０～５００、１０～１ｋ、�
１０～１０ｋ、１０～２０ｋ Ｈｚ�
（最高２３０kHz、最大入力許容電圧： ±１０Ｖ）�
1０ｍｓ�
１～２５５�
（分周比×周波数レンジ≦５００ｋＨｚ）-TTL�
（分周比×周波数レンジ≦２００ｋＨｚ）-AC�
１～１６�
±［（入力周波数÷１０００）＋（設定周波数�
レンジ÷３１２５）］Ｈｚ�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
約１.４４Ｗ�
ＢＮＣ�

�
チャネル数：�
電荷感度：�
�
レンジ：�
�
�
周波数帯域：�
ローパスフィルタ：�
�
Ａ/Ｄコンバータ：�
サンプリング周波数： �
消費電力：�
入力コネクタ：�
�

チャネル数：�
入力形式：�
パルス入力電圧範囲： �
�
応答周波数：�
サンプリング周波数： �
カウント方式：�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
カウント精度：�
�
入力コネクタ：�
�

チャネル数：�
入力形式：�
入力結合：�
�
入力インピーダンス： �
入力レンジ：�
�
�
�
ローパスフィルタ：�
�
�
センサ供給電源：�
周波数特性：�
�
Ａ/Ｄコンバータ：�
サンプリング周波数： �
入力コネクタ：�
�

チャネル数：�
出力形式：�
出力結合：�
出力レベル：�
ゼロシフト：�
周波数帯域：�
ローパスフィルタ：�
�
�
Ｄ/Ａコンバータ：�
出力コネクタ：�
�

対応CANプロトコル：�
�
対応ボーレート：�
収録バスポート数：�
サンプリング周波数：�
CANバスコネクタ：�
�
�

チャネル数：�
入力形式：�
出力形式：�
入出力切換：�
サンプリング周波数： �
トリガ：�
入出力コネクタ：�

�
２�
０.１～９９９ｐＣ/Ｇ（１ｐＣ/Ｇ未満の場合、１０�
Ｇ以上のレンジを選択）（１Ｇ＝９.８１ｍ/ｓ２）�
１、５、１０、５０、１００、５００ Ｇ�
（電荷感度が１００ｐＣ/Ｇ以上では１００Ｇ、�
５００Ｇレンジ使用不可）�
１Ｈｚ～３０ｋＨｚ（－３ｄＢ）�
１００、２００、５００、１ｋ、２ｋ、５ｋ、１０ｋ Ｈｚ�
（－４８ｄＢ/ｏｃｔ.）�
１６ビット�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
約２.１６Ｗ�
ＭＩＣＲＯ ＤＯＴ １０-３２ＵＮＦ�
�

２�
フォトカプラ絶縁�
４～１０Ｖ、８～２４Ｖ切換�
（８ｍA以上の入力電流が必要）�
最高２ＭＨｚ�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
入力パルスを１/１～１/２５５までの分周設定
可能。カウント値は０～３２７６７�
（符号付き１６ビット）。�
ゲートモード：�
�
�
�
�
トータルモード：�
�
�
�
ゲートモード：±５カウント�
トータルモード： ±１カウント�
絶縁型ＢＮＣ�
�

２�
不平衡�
ＤＣ結合（ＤＣモード時）�
AＣ結合（ACモード、ＰAモード時）�
１００ｋΩ�
±０.５、１、２、５、１０、２０Ｖｐ ±1％以下�
（AC、ＤＣモード時）�
±０.１、０.２、０.５、１、２、５、１０、２０Ｖｐ ±1％以下�
（ＰＡモード時）�
２、４、８、２０、４０、８０、２００、４００、８００、�
２k、４k、５k、８k、１０k、２０k、４０k、８０k Hz�
カットオフにて－３dB±１dB、減衰率－４８dB/oct.�
２４V ＤＣ/０.５、３、５ mA（ＰＡモード時）�
ＤＣ～８０ｋＨｚ（ＤＣモード時）�
０.１Ｈｚ～８０ｋＨｚ（AC/ＰＡモード時）�
１６ビット�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
ＢＮＣ�
�

２�
不平衡�
ＤＣ結合�
±１～５Vp（０.１Vステップ可変）�
０～±５V（０.１Vステップ）�
ＤＣ～８０ｋＨｚ�
２、４、８、２０、４０、８０、２００、４００、８００、�
２k、４k、８k、２０k、４０k、８０k Hz�
カットオフにて－１．５dB、減衰率－４８dB/oct.
１６ビット�
ＢＮＣ�
�

CAN２．０A（Standard ID１１ビット）�
CAN２．０B（Extended ID２９ビット）�
１Mbps～５Kbps�
１/カード１枚、GX-１に２枚まで装着可能�
１Hz～２００kHZ�
CiA標準D-SUB９ピンコネクタ�
（対応トランシーバケーブル経由）�
�

２�
ＣＭＯＳレベル、各チャネル１６ビット�
オープンドレイン、各チャネル１６ビット�
ユニット単位�
１Ｈｚ～２００ｋＨｚ�
各ビットごとのＡＮＤ、ＯＲ設定可能�
ＪＡＥ  ＴＸ２０Ａ-３６Ｒ-Ｄ２ＬＴ１-Ａ１ＬＨ�
（ユニット側）�

ゲート時間内のパルス数を
カウント。ゲート時間はサンプリング周期
の１～２５５倍まで指定可能。次のゲートま
での間は同じ値で埋める。３２７６７を超える
と３２７６７を保持する。　　　　　　　�
　　　　　　収録開始から停止までの総
数をカウント。計測中はカウント途中の値
を出力する。３２７６７を超えると再び０から
カウントする。�

＜本体＞ＧＸ-１　� ＜アンプカード＞�
●ＤＣ入力アンプ（AＲ-ＧＸＤＣ）�

●マイク入力アンプ（AＲ-ＧＸMＣ）�

●動ひずみ入力アンプ（AＲ-ＧＸST）�

●熱電対入力アンプ（AＲ-ＧＸTCK/J）�

●F/V入力アンプ（AＲ-ＧＸFV）�

●電圧出力型加速度センサ入力アンプ（AＲ-ＧＸPAT）�

●アナログ出力アンプ（AＲ-ＧＸAO）�

●CAN入力アンプ（AＲ-ＧＸCAN）＊�

●ディジタル入出力アンプ（AＲ-ＧＸＤIO）�

●チャージアンプ（AＲ-ＧＸCH）�

●パルス入力アンプ（AＲ-ＧＸPＣ）�

仕 様 �

入出力アンプスロット： �
収録デバイス装着�
スロット： �
�
メモリー：�
インタフェース：�
�
接点コントロール： �
拡張バスコネクタ：�
外部サンプリングクロック�
IRIG-Bコネクタ： �
モニターチャネル�
アナログ出力： �
マイクジャック：�
スピーカ/イヤホン�
ジャック： �
サンプリング周波数�
（各チャネル）： �
　

�
�
�
�
�
�
�
電源/消費電力：�
�
�
�
�
�
動作温度：�
�
保存温度：�
動作湿度：�
振動：�
�
�
�
外形寸法：�
質量：�
�
�
�
�
�
供給電圧：�
容量：�
サイズ：�
�
�
�
�
�
電源：�
バッテリパック用�
スロット数： �
�
�
�
コントロール機能：�
�
�
�
�
�
�
�
入出力アンプスロット： �
電源：�
�
�
�
�
�
外形寸法：�
質量：�

８�
１（ドライブを実装しないメモリータイプも�
あります）�
＊ ＡＩＴ又はＭＯ、ＰＣカードドライブ選択�
最大２５６MB�
ＳＣＳＩ（コネクタ５０ｐｉｎハーフサイズ×１、�
ターミネータ内蔵）�
ＳＴＡＲＴ、ＳＴＯＰ、ＥＶＥＮＴ、ＲＥＣ/ＳＴＡＮＤＢＹ�
１�
１�
�
１（フィルタなし）�
�
１�
各１�
�
測定現象に合わせて設定、入力/出力アンプ
に共通に設定。　　　　　　　　　　　�
各アンプの最高サンプリング周波数まで�
１、２、５、１０、２０、５０、１００、２００、５００、１ｋ、２ｋ、５ｋ、
１０ｋ、２０ｋ、５０ｋ、１００ｋ、２００ｋ、５００ｋ、１Ｍ Ｈｚ �
（各アンプの最高サンプリング周波数まで）�
10：1の比の異なるサンプリング周波数か
らスロットごとに選択可能�
＊＜サンプリング周波数×チャネル数＞の 
　総和が３２００ｋＨｚ(メモリータイプで３２チャネ
　ル以下の場合)を超えることはできません。�
１１－３０ＶＤＣ、約４５Ｗ�
（メモリータイプ：全チャネルＤＣアンプカード時）�
内蔵ＡＣ電源パック�
（１００Ｖと２００Ｖはパック交換）５０～４００Hz�
※電取、ＵＬ、ＣＳＡ、ＣＥ規格取得�
　バッテリ（オプション）�
０～４０ ℃（メモリータイプ）�
５～３５ ℃（AITタイプ）�
ー２０～６０ ℃�
２０～８０％RH（非結露）�
MIL-STD-８１０D Figure ５１４.３-１,２,３�
（メモリータイプ）�
MIL-STD-８１０C Figure ５１４.２-６�
V Curve（１．５G、垂直）（AITタイプ）�
約３００Ｗ×８５Ｈ×２００Ｄ ｍｍ�
約５ｋｇ（メモリータイプ）�
約５.７５kg（AITタイプ）�
※ＦＣＣ、ＣＥ、ＥＭＣ規格取得�
�
�
�
１３.２Ｖ�
３.７Ａｈ�
ＮＰ-１タイプ�
※充電回数や使用頻度によりますが、寿命
　の目安は１年です。�
�
�
�
１００ＶＡＣ（２００ＶＡＣも自動切換）�
４スロット�
＊パックを２本ずつ交互同時充電可�
�
�
�
収録、再生（ＳＴＡＲＴ、ＳＴＯＰ、�
ＥＶＥＮＴ、ＲＥＣ）�
＊接点コントロール使用�
リモコンコネクタ用変換ケーブル（CL-
GXRC）もあります�
�
�
�
８�
１１～３０ＶＤＣ、約３５W�
（DC入力アンプ×８実装時）�
内蔵ＡＣ電源パック�
（１００Ｖと２００Ｖはパック交換）５０～４００Hz�
バッテリ�
（オプションで本体用と同じ）�
約３００Ｗ×８５Ｈ×２００Ｄ ｍｍ�
約５ｋｇ�

外部サンプリングクロック：�
内部サンプリングクロック：�
�

マルチサンプリング：�

＜バッテリパック＞パコ電子工業製 HP-30L　�

＜バッテリチャージャ＞パコ電子工業製 KH-2ST

＜拡張入出力ユニット＞（ＡＵ-ＧＸＥＰIＯ）�

＜簡易リモコン＞（ＥＲ-ＧＸＲＣ）�



●野外での収録も安心な３電源�

カードスロット方式の入出力部�

収録データはパソコンによるデータ
処理に便利なTAFFmat形式で保存�

●従来のデータレコーダの便利な機能を継承しました�

現場でのデータ確認に便利なリアル
タイムモニター 

１６ビットA/Dコンバータを各チャネルに搭載し、DC、加速度センサ、ひずみ、計測用
マイクロホン、熱電対などを直接入力のできる入力アンプカード、１６ビットＤ/Ａコン
バータを搭載したアナログ出力アンプカード、ディジタル入出力などの各種入出力
カードを選択して本体に内蔵できます。各入出力カードは２チャネル構成となって
おり、本体に８スロットまで16チャネル、さらにチャネル拡張の必要な場合は、本体と
同サイズの拡張ユニットを利用して、最大64チャネルの収録システムを構成する
ことができます。�

計測用フロントエンドとして、本体SCSIインタフェースに接続したパソコンにダイレ
クトに取り込んで収録を行うことができます。さらに、内蔵メモリーへの収録の他、
パソコンのドライブから直接アクセスできるMO(光磁気)ディスク、AIT(Advanced 
Intelligent Tape)カセットテープ、またはPCカードの３種類のリムーバブル記録
媒体に収録を行うこともできます。低速現象の長時間収録、あるいは、突発的な
高速現象の収録など計測対象に応じた記録媒体の選択ができます。�

収録データは、TAFFmat (TEAC Data Acquisition　File�
Format)形式で保存されます。TAFFmatファイルはバイナリデータ
ファイルと、入出力アンプカードの設定情報や収録条件が記載され
たヘッダファイルからなり、収録するたびにそれぞれ1つずつ保存さ
れます。パソコンには、本体SCSIを経由してデータ転送、あるいは
パソコン側ドライブでGX-1で記録したMOディスク、テープ、PCカード
からデータを読みとることができます。�

ノートパソコンを接続すれば、シグナルコンディショナのパラメータ
設定や収録動作のコントロールの他、波形・バーメーター・FFT画面を切
り替えて表示できるリアルタイムモニターができます。�

本体にアナログ出力アンプカードを必要チャネル分だけ組みこんで、
記録媒体に収録したデータのアナログ再生を行うこともできます。また、
メモ音声を記録・再生することもでき、従来のデータレコーダのような
使い方もできます。�

GX-1インテグレーテッドレコーダ�

つなぐ�

録  る�

わたす� 見  る�

原寸大�

インテグレーテッドレコーダGX-1は、シグナルコンディショナ一体型の小型A４サイズデータ収録システムです。実験現場
からデータ処理・解析工程へといかに迅速に、かつ価値のあるデータを収録してわたすか、データ収録における数々の
オーバヘッドの軽減を目的に、センサを「つなぐ」、データを「録る」、現場で収録データを「見る」、さらに、上位の処理・解析
システムにデータを「わたす」という機能を１つのシステムに統合することで実現いたしました。導入のその日からすぐに
ご利用いただけるように、センシングやキャリブレーション、データ収録とモニター、さらにパソコンへのデータ転送を一元
化してコントロールできるGX Naviプログラムが標準装備されています。�

１台２役、シグナルコンディショナ内蔵A/Dコンバータあ
るいは記録媒体の選べるデータレコーダ�

11～30VのDC電源、
内蔵AC電源パック、ま
たは内蔵バッテリパッ
クから選択できます。
DCとAC電源パック、
またはDCとバッテリ
パックを併用した場合、
相互にバックアップ動
作を行います。�

迅速に、しかも価値のあるデータが収録できます。�



収納媒体（容量）�

3200k(200kX16ch等)�

1500k(50kX30ch等)�

200k(20kX10ch等)�

50k(5kX10ch等)�

1500k(50kX30ch等)�

�

約4 0秒�

最長約138分�

最長約50分�

容量による�

PC側の媒体による�

〈サンプリング周波数と収録時間〉� （32チャネルまで）�

（33チャネルから64チャネルまで）�

メモリー(256MBの時)�

AIT(25GB)�

MO(1.3GB)�

PCカード�

リアルタイム転送�

サンプリング周波数×チャネル数（最大時）�

�

収録時間（最大転送レート時）�

2500k(50kX50ch等)�

1200k(20kX60ch等)�

200k(20kX10ch等)�

50k(5kX10ch等)�

1200k(20kX60ch等)�

�

約5 0秒�

最長約170分�

最長約50分�

容量による�

PC側の媒体による�

メモリー(256MBの時)�

AIT(25GB)�

MO(1.3GB)�

PCカード�

リアルタイム転送�

収納媒体（容量）� 収録時間（最大転送レート時）�サンプリング周波数×チャネル数（最大時）�

�

AR-GXTCK
AR-GXTCJ AR-GXST AR-GXPC AR-GXDIO AR-GXAOAR-GXDC AR-GXCH AR-GXPAT AR-GXMC AR-GXFV

豊富な入出力アンプカードを組み合わせ、�
最大64チャネルのシステムを構築できます。�
計測対象に合わせて、入出力アンプカードが選択できます。各入出力アンプカードは�
２チャネル構成となっています。GX-1本体には８スロット16チャネル、８スロット構成の�
拡張ユニットAU-GXEPIOを、最大３台接続して64チャネルシステムが構成できます。�

DC入力アンプ� チャージアンプ�
電圧出力型加速度�
センサ入力アンプ� マイク入力アンプ� F/V入力アンプ� 熱電対入力アンプ� 動ひずみ入力アンプ� パルス入力アンプ� ディジタル入出力アンプ� アナログ出力アンプ�

AR-GXCAN
CAN入力アンプ�

シングルコンディショナー内蔵型小型車載
データ収録システム「GX-1」にCAN（Controller 
Area Network）通信データを、ひずみ、加速
度、温度、DC電圧などのアナログ信号と同期
収録するための内蔵カードをラインアップ
しました。�

CAN通信データ収録�

GX-1 CAN

パソコンへのリアルタイム転送、�
あるいは記録媒体への直接収録ができます。�
本体ＳＣＳＩインターフェースを経由して接続したパソコンに直接データ転送を行い収録を
することができます。また、本体内蔵の記録媒体に一旦データを保存し、収録後パソコンへ
転送したり、あるいはＭＯディスク、ＡＩＴテープ、PCカードなどの媒体をパソコンのドライブ
に運んで読み取ることもできます。実験環境や目的、計測対象の周波数帯域、必要とされる
収録時間に合わせた選択ができます。�

リアルタイムモードでは、パソコン側のデータ処理速度によって発揮できる
サンプリング周波数や記録時間が異なります。記録媒体への収録では、下記
の表のような媒体別最大記録転送レートとなります。ただし、内蔵された
入出力カードの最高サンプリング周波数が上限となります。�

外部サンプリング�

マルチサンプリング�

メモ音声記録�

収録トリガ条件�

リモコンユニット�

内蔵バッテリＨＰ-３０L�
バッテリチャージャ�

ＫＨ-２ＳＴ�

内蔵入力アンプカードの最高サンプ
リング周波数以下の外部サンプリン
グ周波数に同期して収録を行うこと
ができます。収録データはファイル
としてデータ処理してください。�

内部クロックによるサンプリングの
場合、入力カード毎に異なる2種類
のサンプリング周波数を選択でき
ます(ただし、各入力カードの可能
サンプリング周波数の範囲内で、周
波数の比が１０:１のこと)。早い現象と
遅い現象が共存する場合に効率の
よい収録を行なうことができます。�

付属のＧＸ Ｎａｖｉソフトウエアから、
プリトリガまたはポストトリガ、レベ
ルトリガ、リピート収録、時刻による
インターバル収録の設定を行なう
ことができます。これらのトリガ条件
を組み合わせて収録を行なうことも
できます。�

リモコン接続端子を利用して簡易
リモコンと同等の外部コントロー
ルを行うためのオプションケーブル
CL- GXRCも用意しています。�
本リモコンはパソコンとの併用も
可能です。�

メモ音声を記録する場合、内蔵メモ
リーとＡＩＴテープでは１つのチャネル
として記録されます。※1 記録された
メモ音声データをＷＡＶファイルに
変換し音で聞くためのＷｉｎｄｏｗｓ
パソコン用ユーティリティが弊社ホ
ームページから無償でダウンロード
できます。ＭＯディスク、内蔵メモリー、
PCカードには、メモ音声はＷＡＶファ
イルとして記録することもできます。
ＷＡＶファイルですから、Ｗｉｎｄｏｗｓ
のメディアプレーヤでこのメモ音声
ファイルを聞くことができます。�

ＧＸ-１本体に接続できるリモコンユニ
ットを用意しました。�

パソコンによる設定作業後、収録の
開始と終了、イベントマークの入力を
行うユニットです。�

●簡易リモコン  ＥＲ-ＧＸＲＣ※2

内蔵バッテリでは、例えばＡＩＴドラ
イブ、ＤＣ入力アンプカード１６チャ
ネル実装時でサンプリング周波数
５０ｋＨｚのとき４０分以上動作します。
このバッテリは本体がＤＣ電源で
動作をしているとき、電源の瞬断に
対する動作保護の役目を果たします。
内蔵バッテリの充電には専用の
チャージャをご利用ください。�

最大±２０Vpの入力レンジと８０
kHzの最大周波数特性（サンプ
リング周波数の４０％のフィルタ
付）をもつ汎用ＤＣ入力アンプ
です。�

電荷感度０.１～９９９ｐＣ/Ｇ、最大
測定レンジ５００Ｇ（但し電荷感度
１００ｐＣ/Ｇ以上では１００Ｇと５００Ｇ
レンジは使用できません）と３０ｋ
Ｈｚの最大周波数帯域をもつ、
電荷型加速度計が直結できる
アンプです。(１Ｇ＝９.８１ｍ/ｓ２）�

ＩＣＰタイプの加速度センサへの
センサ電源供給もできるアンプ
です。最大±２０Ｖｐの入力レンジ
と８０ｋＨｚの最大周波数特性
（サンプリング周波数の４０％の
フィルタ付）をもつ汎用ＤＣ入力
アンプとしても使用できます。�

マイク用電源出力を備え、騒音
計測用マイクロホンが直結でき
ます。最大入力レンジは１３０ｄＢ、
最大周波数特性は２０ｋＨｚです。�

周波数レンジとして最大５００
kHzのTTLモード、または最大
１０～２０kHzのＡＣモードをもっ
ています。１～２５５の分周比設
定ができます。�

Ｋタイプまたは、Ｊタイプの２種
類の熱電対用の入力カードを
用意しています。�

最大１０,０００μストレインの入力
レンジと３０ｋＨｚの最大周波数
特性をもつストレインアンプです。�

フォトカプラで絶縁されたパル
ス入力用のアンプです。ゲート
時間内のパルス数のカウントを
行なうモードと、収録開始から
停止までの総パルス数をカウ
ントするトータル積算モードの
選択ができます。 

各チャネル１６ビットのディジタ
ル入出力をもちます。トリガ収
録を行なうための信号入力の
ためにも使用できます。�

±１～５Vのアナログ出力が行
なえるアンプです。周波数帯域
は最大８０ｋＨｚです。�

CAN（Controller Area Network）バス
上のデータフレームと他のア
ナログ信号を同時に収録する
ためのユニットです。�

●各入出力カードの詳しい内容は、仕様をご覧ください。�
●各種入出力アンプカードが組み合わされたチャネル構成における最大記録・�
　再生レートについてはシステム全体の最大転送レートにより規定されます。�

GX-1インテグレーテッドレコーダ�

つなぐつなぐ�

録  る�

原
寸
大�

●GX-1本体および拡張入出力ユニットAU-GXEPIO

�

※1：明瞭な音声で記録するために、内蔵�
 された入力モジュールのサンプリング�
 周波数は５ｋＨｚ以上に設定します。�

※2：設定内容の確認や、収録中のモニター�
 などはできません。�

●TEDS機能付�



波形表示画面�

見  る� マルチウインドウによって、複数チャネルの収録データ をリアルタイムで確認。�

パソコンによるデータ処理・解析を迅速に行うことが できます。�
わたすわたす�

収録中のデータは、パソコン画面を利用して
リアルタイムでモニターできます。さらに、
センサチェックやキャリブレーション後のデータ
の確認、あるいは収録後のデータを現場で
確認もできます。時系列波形、ＦＦＴ、バーメータ
画面を切り替えて、しかもマルチチャネルを
同時に表示させてみることができ、オシロ
スコープやＦＦＴアナライザを現場にわざわざ
持ち込む手間とコストが省けます。ＧＸ-１本体
とＳＣＳＩで接続したパソコンでは、付属のＧＸ 
Ｎａｖｉプログラムでリアルタイムモニター
機能を実現します。�

●50kHzを超えるサンプリング周波数では、収録時・再生時の
　モニター表示機能に制限があります。�
●外部サンプリングによる収録中のモニターでは別途表示制限が
　あります。�
●AR-GXAOアナログ出力アンプ使用の場合、画面再生出力時の
　表示は波形表示のみとなります。�

全チャネルを１画面で表示できます。ピーク
ホールド機能があります。設定レンジを越
えた場合、赤色で表示するオーバーロード
インジケータ機能もあります。�

LＸ Ｖｉｅｗプログラムは収録したデータをパ
ソコン画面で再生を行なうためのユーティ
リティです。�
ＡＩＴに収録したデータをパソコンで読み取
ったり、チャネルデータのマルチ波形表示と
選択したチャネルのＸ-Ｙ表示ができます。
波形の一部の切り取りとその部分のＡＳＣＩＩ
データなどへのファイル変換ができます。　
また、ＧＸ-１で収録したデータファイルを
ASCII、MATLAB、I-DEAS等のフォーマット
に交換することもできます。�

任意に選択されたチャネル
※
を１画面で表示

できます。さらに、表示ページをふやし、
各表示ページ毎切り替えてモニターチャ
ネルを設定できます。メモリに収録後の
データを表示する場合は、カーソル線を
利用してのデータの読み取りや、表示の
スクロール、指定した範囲の波形のズー
ムなどもできます。�

�

ＦＦＴ画面� バーメータ表示画面� LＸ Ｖｉｅｗプログラムで収録後の�
データを即座に確認�

※最大１６チャネル�

任意のチャネル
※
を１画面でＦＦＴ表示でき

ます。リニアスケール/ログスケールの選択、
ピークホールド機能、平均値表示、窓関数の
選択などができます。�

�

収録されたデータは、ＴＥＡＣディジタルデータ
レコーダに共通のＴＡＦＦｍａｔ（ＴＥＡＣ Ｄａｔａ 
Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ Ｆｉｌｅ Ｆｏｒｍａｔ）として保存され
ます。収録したデータが直接パソコンで処理で
きますから、迅速な実験データ解析が期待でき
ます。また、ＦＦＴアナライザやＡ/Ｄコンバータ
を利用した解析のため、アナログ信号による
再生出力が必要な場合のために、アナログ出力
カードを用意しました。�

ＧＸ-１本体から収録データをパソコン�
に転送�

パソコンにマウントしたドライブで�
記録媒体を直接読み取り可能�

ＤＡＤｉＳＰ等の市販解析ソフトウェア�
で直接扱うことが可能�
�

読み取ったデータは、市販の処理・解析プログラムや表計算ソフト�
ウエアで簡単に扱うことができます。�

MicroSoft Excel等の表計算ソフト�
ウェアで扱いたい方には�

●GX-1を専用収録システムとしてご利用されることをご検討
　いただいている方向けに、お客様のシステム要求にフィットした
　GX-1収録システムを構築することができるよう、Windows上で
　動作する専用プログラムの開発をサポートいたします。詳しくは、
　弊社の担当営業にご相談ください。�

付属のＧＸ Ｎａｖｉプログラムを使って、内蔵
メモリ、ＡＩＴテープ、ＭＯディスクあるいはＰＣ
カード上の収録データファイルを、ＳＣＳＩ接続
したパソコンのハードディスクにコピーでき
ます。�

ＭＯディスクやＰＣカードの場合は、記録し
たディスクやカードをパソコン上のドライブ
にロードすれば直接収録ファイルを読み取
ることができます。�

TAFFmatデータとして収録したファイルか
らデータの表示と切り出しを行い、表計算
ソフトウエアで扱うことができるASCI I
データへ変換できるユーティリティなどが
弊社ホームページダウンロードサイト
（http://www.tic.teac.co.jp/jp/support/
download/download.html）から無償で
ダウンロードできます。�

ＴＡＦＦｍａｔデータ形式は、５００種類以上の
関数をもつＤＡＤｉＳＰで直接扱うことが
できます。その他のデータ処理・解析プログ
ラムでも直接扱えるものがあり便利です。�

�

GX-1インテグレーテッドレコーダ�


